
 1 はじめに

　せん妄の病態生理はいまだ不明ではあるが，そのメカニズムや病因としてさまざま
な仮説が挙げられている。それぞれ単一の仮説ではせん妄の病因を説明することはで
きず，それらが相互に絡み合っているものと考えられている。例えば，低酸素・代謝
異常，薬剤による影響，炎症反応などにより，最終的には神経伝達物質の合成，機能，
利用能などの変化が生じ，行動・認知機能障害が生じることが報告されている1）が，1

つのカスケードや 1つの神経伝達物質でせん妄の病因・発症は説明できない。このよ
うな病態生理が未解明であることが，せん妄の予防や治療を困難にしている。本稿で
は現時点における知見について概説する。

 2 神経伝達物質の変化

　低酸素や代謝異常，神経炎症，薬剤による影響などさまざまな誘因により，最終的
には脳内神経伝達物質のアンバランスが生じ，せん妄が発症すると考えられている。
特にアセチルコリンの欠乏，ドパミン・グルタミン酸・ノルアドレナリンの過剰がせ
ん妄の際には存在しているといったコンセンサスがある2）。γ-アミノ酪酸（GABA）や
セロトニンなどは病態により過剰か欠乏か異なるとされている2）。せん妄の原因薬物
の一つとしてオピオイドがあるが，オピオイドはドパミンならびにグルタミン酸を増
加させ，アセチルコリンを低下させる働きがあり，それら神経伝達物質への作用によ
りせん妄を惹起させると考えられている3）。

 3 アセチルコリン

　せん妄では意識障害を認めるため，アセチルコリン活性の欠乏が重要視されてい
る。覚醒メカニズムの変化には，脳幹網様体から視床を介して大脳皮質に投射される
背側経路（アセチルコリン作動性ニューロン）が関与している。また，マイネルト基
底核は意識・注意に関与しているが，これもアセチルコリン作動性ニューロンによる
ものであり，アセチルコリン活性の低下とせん妄の関与が考えられている。多くの研
究で，血清ならびに髄液内アセチルコリン値の低下とせん妄の関連性が指摘されてい
る4‒6）。しかしながら，せん妄に対するコリンエステラーゼ阻害薬の効果については否
定的な報告もあり7），いまだ不明な点が多い。抗コリン薬を使用していない患者でも，
血清内の抗コリン活性が認められるとの報告もあり8,9），身体疾患により内因性の抗コ
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リン物質が産生され，せん妄の病因になっている可能性がある。低酸素，肝不全，低
血糖など臨床的にせん妄の直接因子となりうる状況で，アセチルコリン伝達の障害が
認められることも報告されている10‒12）。身体拘束はせん妄の促進因子とされているが
（相対リスク 3.2～4.4）13），動物実験では不動化によりアセチルコリンの低下をきたす
ことが示されている11,12）。背景因子としての加齢もアセチルコリン産生能を低下させ
ることや，せん妄を合併しやすいアルツハイマー型認知症においてアセチルコリン活
性が低いことはよく知られている。また，神経炎症においてもアセチルコリンが重要
な役割を果たしている（後述）。

 4 ドパミン

　過剰なドパミンも，せん妄発症と関連している。臨床上，ドパミン受容体遮断作用
のある抗精神病薬がせん妄治療に有効な点や，ドパミンの作用を増強する抗パーキン
ソン薬によりせん妄が誘発されることなどからも推測される。さらには，低活動型せ
ん妄においても抗精神病薬の有効性が示唆されており14），せん妄の表現型にかかわら
ず，過剰なドパミンが病態として想定されている。
　低酸素はせん妄の直接因子の一つだが，これもドパミン代謝と関連している。ドパ
ミンからノルアドレナリンへの変換は酸素に依存しており，低酸素はドパミンの蓄積
をもたらす。また，ドパミンの分解に必要な catechol-O-methyltransferaseも低酸素状態
では抑制されるため，ドパミンのさらなる蓄積をきたす15）。過剰なドパミンによる直
接的な興奮作用ならびに過剰ドパミンより惹起されるグルタミン酸を介した神経傷
害15），アポトーシスの誘導16）などが精神・行動の障害と関連するとされている。

 5 グルタミン酸

　グルタミン酸は興奮性神経伝達物質として知られているが，NMDA受容体の過剰興
奮により，神経細胞の障害や細胞死をきたす。グルタミン酸もまた，低酸素状態や肝
不全の状態でカルシウムイオン流入を通して過剰な状態となることが知られてい
る17,18）。グルタミン酸の神経毒性の発現にはドパミンの関与が必要であり，過剰なド
パミンそのものの作用に加えてグルタミン酸を介した神経毒性が病因の一つとなって
いる可能性がある19）。グルタミン酸は GABAへと代謝されるが，GABAは代表的なせ
ん妄誘発物質でありせん妄の原因となる20）。

 6 ノルアドレナリン

　低酸素や虚血などによる急激なノルアドレナリンの放出によりせん妄が発症したり
悪化したりする。代表的なものとして，アルコール離脱せん妄の症状はノルアドレナ
リンの過剰により引き起こされていると考えられている。ノルアドレナリンのプレシ
ナプスでの放出抑制には，α2受容体が関与している。また，アルコール離脱症状の際
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には，α2受容体の感度が低下している21）。
　さらには，α2作動薬であるデクスメデトミジンは，ベンゾジアゼピン系薬と比較し
てせん妄の発症率が低下することが報告され22‒25），また，プラセボと比較してもせん
妄発症を低下させるとの報告もある26）。このことからも，過剰なノルアドレナリンが
せん妄と関連している可能性が示唆される。デクスメデトミジンには脳虚血時に神経
保護作用があることも報告されており，せん妄予防の点からも注目される27）。

 7 γ-アミノ酪酸（gamma-aminobutyric acid：GABA）

　せん妄における GABAは，過剰であったり低下したりと，基礎にある病態により異
なる。GABA系物質の過剰が病因として挙げられるものの代表に，肝性脳症がある。
ベンゾジアゼピン（GABA系薬剤の代表薬剤）拮抗薬であるフルマゼニルを肝性脳症
患者に投与することで，臨床症状が改善することや28），三相波が改善すること29）など
から，GABA系物質の過剰（代謝障害）が肝性脳症の大きな原因の一つとされている。
また，ベンゾジアゼピン系薬がせん妄を誘発することは臨床現場でもよく知られてい
る。一方で，アルコール離脱せん妄，ベンゾジアゼピン離脱せん妄，抗生物質による
せん妄は GABAの欠乏が認められる30,31）。
　GABAの代表的作動薬であるベンゾジアゼピン系薬は，せん妄の代表的惹起物質で
あり，さまざまな機序が提唱されている。ベンゾジアゼピン系薬は生理的な睡眠パ
ターンを障害する32）。また，メラトニン分泌を抑制しサーカディアン・リズムも阻害
する33）。したがって，せん妄の中心症状である睡眠覚醒リズムに悪影響を与える。さ
らには他の神経伝達物質に対しての影響もある。特に，せん妄発症と関連の深いアセ
チルコリン系にも影響を与える。ベンゾジアゼピン系薬により，基底前脳ならびに海
馬での中枢性コリン伝達が阻害されることがわかっている34,35）。また，グルタミン酸
系にも影響を与え，NMDA受容体，カイニン酸受容体，カルシウムチャネルの関与を
示唆する研究報告もある36）。視床における感覚入力と注意機構統合のゲート機能の阻
害も認められる37）。さらには中止することにより，離脱症状が出現し，せん妄に至る
ことも多い。

 8 セロトニン

セロトニンレベルも病態により異なるとされている。脳内セロトニンは脳内の前駆
物質であるトリプトファンより合成される。したがって，トリプトファンが減少する
と脳内セロトニンも減少する。トリプトファンの欠乏がせん妄と関連しているとの報
告もある38,39）。トリプトファン，フェニルアラニンなどの大型中性アミノ酸（large

neutral amino acid：LNAA）（他にロイシン，イソロイシン，メチオニン，チロシン，
バリン）は脳内に競合して取り込まれる。したがって，ある LNAAが過剰に脳内に取
り込まれると，その他の脳内 LNAAは欠乏する。なかでも，フェニルアラニンは神経
毒性物質の産生ならびにトリプトファンの欠乏と関連することで注目されている。せ

30

©日本サイコオンコロジー学会／日本がんサポーティブケア学会，禁無断転載，発行：金原出版



ん妄患者ではフェニルアラニン/LNAA比が高いことも報告されている40）。トリプト
ファンを補充することでの予防研究もあるが，残念ながら予防効果は認められていな
い41）（後述する炎症下でのトリプトファン代謝との関係があるからかもしれない）。
　脳内セロトニンレベルの減少は低酸素，感染，敗血症，アルコール離脱せん妄，不
動化，異化状態，術後せん妄などの状態で認められる38,42）。脳内セロトニンの低下は
低活動型せん妄でみられるとの指摘もある43,44）。一方で，肝性脳症，セロトニン症候
群などによるせん妄ではセロトニンの上昇が認められる45）。

 9 メラトニン

　加齢をはじめ，低酸素，肝性脳症，アルコール離脱，感染症など多くの病態におい
てメラトニンの低下が認められる2）。メラトニンの欠乏により，睡眠障害が生じるこ
とはよく知られている。メラトニンの低下がせん妄の原因の一つではないかとも指摘
されている43,44）。
トリプトファンの代謝にはセロトニン経路とキヌレニン経路があり，5％がセロト

ニン経路で，95％がキヌレニン経路で代謝される46）。メラトニンはセロトニン経路を
通して，トリプトファン→セロトニン→メラトニンのように合成される。キヌレニン
経路では，キヌレニンから神経保護作用のあるキヌレン酸やピコリン酸の他に，神経
毒性のある 3-ヒドロキシキヌレニン，3-ヒドロキシアントラニル酸，キノリン酸など
が産生される46）。敗血症や術後の炎症などの刺激が生じると，酵素活性によりトリプ
トファンの代謝はキヌレニン経路に偏重する46）。したがって，セロトニン，メラトニ
ンの欠乏が生じる。さらには，キヌレニン経路内でも酵素活性により，神経保護作用
のあるキヌレン酸産生が減り，神経毒性のある物質産生が増加する46）。臨床研究にお
いても，集中治療室でキヌレニン/トリプトファン比が高い患者は，せん妄あるいは昏
睡の日数が多いことが指摘されている47）。
メラトニン欠乏がせん妄の原因ではないかとの仮説から，メラトニン補充によるせ
ん妄予防研究が報告されている（一つは有効48），一つは無効49））。有効な報告では，睡
眠覚醒リズムにメラトニン群とプラセボ群で差がないとの結果であり48），メラトニン
の睡眠覚醒リズムを超えた役割（トリプトファン代謝への影響など）が示唆される。
例として，メラトニンの神経保護作用が注目されている。mTOR（mammalian target of

rapamycin）＊5経路を抑制することで，ミクログリアならびに炎症促進性サイトカイン
を抑制し，せん妄の発症予防に寄与している可能性がある50）。メラトニン受容体MT1/
MT2作動薬であるラメルテオンのせん妄予防効果も報告されている51）。この試験でも
睡眠覚醒リズムに与える影響はプラセボと差はなく，睡眠覚醒リズム以外の効果が考
えられる。MT1/MT2刺激による抗酸化作用や抗炎症作用はないとされてきたが，最近
の研究では，免疫系に与える影響や抗酸化作用，抗炎症作用の存在もわかってきてい

＊5：mTOR（mammalian target of rapamycin）
マクロライド化合物であるラパマイシン（Rapamycin）の標的分子として同定されたセリン・スレオニンキ
ナーゼ。細胞の分裂や生存などの調節に中心的な役割を果たす。
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る52）。

 10 神経炎症

　神経伝達物質仮説以外に最近注目されているものに，神経炎症によるせん妄発症の
仮説がある53‒55）。当然，神経炎症と神経伝達物質は密接に関連している。感染や術後
などにより免疫が賦活され，末梢においてマクロファージにより TNF-α，IL-6，IL-1

などの末梢サイトカインが産生される。そして，これらサイトカイン・シグナルが脳
内に伝達される。これらの伝達の方法としては，求心性神経線維による直接的なもの
や，血液脳関門＊6を介したもの，血液脳関門が存在しない脳室周囲器官を経るものな
どが挙げられている。血液脳関門を経る経路では，血液脳関門の脆弱性が関与してい
る。脆弱因子としては，加齢，炎症，薬剤（抗コリン薬）などが挙げられる55）。サイ
トカイン・シグナルが伝達された脳内では，ミクログリアが活性化され，脳内の炎症
性サイトカインが上昇し神経炎症を経て神経系の機能不全や神経変性が生じ行動障害
（せん妄）が生じる53‒55）。ミクログリアの反応は，アセチルコリンにより制御されてい
る。炎症性サイトカインによる神経炎症により，コリン作動性ニューロンの神経変性
が生じることも指摘されており，さらなる悪循環につながる53‒55）。この仮説において
も，抗コリン薬でせん妄が誘発される臨床経験と一致する4‒6）。
　中枢神経システムの傷害を表す末梢での指標として，S-100βが知られている。これ
は，主にアストロサイトにより発現されるカルシウム結合タンパク質の一つである。
血液脳関門の閉鎖機能維持にアストロサイトが関与しているが，その傷害を示す指標
の一つとしても注目されている。S-100βとせん妄の関係についての報告も散見さ
れ56‒59），今後の研究が期待されている。神経炎症関連で，さまざまなせん妄のバイオ
マーカー研究が行われているが，S-100βを含めて評価は分かれており，せん妄の病態
生理の複雑さが示されている60）。

 11 グルココルチコイド

　上記の神経炎症を踏まえると，グルココルチコイド（ステロイド）がせん妄予防に
効果があるのではないかと考えたくなる。しかし，ステロイドはせん妄の直接因子で
ある61）。実際は，グルココルチコイドは脳内では炎症を促進する62）。さらに，グルコ
コルチコイドは脳虚血やけいれんによる神経損傷を促進する63）。また，神経炎症作用
以外の機序でも神経損傷を促進する2,64）。術後せん妄の患者は，周術期のコルチゾール
値が高いとの報告もある65）。
　海馬は記憶に関して大きな役割を果たしているが，グルココルチコイド受容体が最
も多く存在する部位でもある。さまざまな内的・外的なストレスによる高グルココル

＊6：血液脳関門
血液構成成分や投与薬物の非特異的な中枢神経への侵入や脳内産生物質の流出を阻止する機能をもつ。
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チコイドの持続，あるいは外部よりのグルココルチコイドの曝露により，海馬神経細
胞の萎縮や脱落が起きる66）。この海馬の傷害（障害）はせん妄でみられる注意や記憶
の障害と関連している可能性がある。さらに，グルココルチコイド分泌の制御には
hypothalamic-pituitary-adrenal（HPA）axisが関与しているが，海馬がフィードバック制
御において重要な役割を果たす67）。通常海馬はネガティブなフィードバックに寄与し
ているが，種々のストレスによる傷害により，コルチゾールの分泌が上昇するといっ
た悪循環が生じる。認知症患者において，せん妄発症とデキサメタゾン抑制試験での
コルチゾール非抑制に相関があることが示されている68）。高齢せん妄患者ではデキサ
メタゾン抑制試験で非抑制率は78％と，非せん妄患者の14％と比較して有意に非抑制
率が高いことも報告されている69）。脳梗塞後のせん妄においても，HPA axisの過活動
がせん妄と強く関連していることが示されている70,71）。
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